


項目等 検討・改善事項、意見等 今後の対応・考え方等

佐久ケーブルテレビ株式会社

情報格差の是正を目的としてネットワークを市内全域に整
備することは、人口密度が低く収益性が低いエリアを含むこ
ととなるため、加入率・収益率を押し下げる要因となってい
ることを確認しました。これらを改善するためには、新たな
技術の導入や市の関わり方など、経営を安定させる方策を検
討する必要があると考えます。
今回のＦＴＴＨ化は、新たな会社を立ち上げたと同様の事

業ともいえるものであるので、その恩恵により、広く市民が
魅力あるサービスを安心して長く受けられるよう、今まで以
上に同社の経営状況、収支状況及びサービス内容等を精査し
ていく必要があると考えます。
今後は、ＦＴＴＨ化による加入率の向上による安定的な経

営を目指すことにより、会社本体の体質強化を図り、出資目
的である公共性の高い事業の充実を期待します。

　佐久ケーブルテレビ株式会社の経営安定を図るため、経営
や収支の状況、サービス内容等について、検討段階から連携
して内容を精査するとともに、外部の税理士による精査や助
言等により、業務の効率化や適切な事務処理の徹底、社内体
制の強化等を図っていく必要があると考えています。
　令和２年度の加入世帯数の計画は、５，３００余世帯、加
入率約１７％ですが、外注営業のスタートが遅れたものの、
ほぼ計画を達成できる見込みです。
　また、今後も防災専門チャンネル等の公共性が高いサービ
スの拡充や、外部営業等の活用により、加入率を向上させる
とともに、ＦＴＴＨ化に係る負担金や貸付金をはじめとする
必要な支援を行います。

３　「財政援助団体等監査報告」
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